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ふ
る
さ
と
の
花
火
が
一
番
好
き
♡
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▶ 

除
幕
式
。
右
か
ら
浦
野
副
町
長
、
永
原
町
長
、
田
中
議
長
、
藤
井
副
社
長

まちづくり支援自動販売機を設置
◎未来に繋がるプロジェクト

花いっぱい 　 まちづくり
花に囲まれた心和むまちを目指して
循環型のまちづくりがスタートした

任
町
で
は
８
月
２
日
、
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ウ
エ

ス
ト
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
の
協
力
で
、
役
場

１
階
の
西
側
に
ま
ち
づ
く
り
支
援
自
販
機
（
清
涼
飲

料
水
自
動
販
売
機
）の
第
１
号
機
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
同
日
、
役
場
西
口
玄
関
で
除
幕
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
は
代
表
と
し
て
、
大
任

町
か
ら
永
原
譲
二
町
長
が
、
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ウ
エ
ス

ト
ジ
ャ
パ
ン
か
ら
藤
井
孝
一
副
社
長
が
そ
れ
ぞ
れ
出

席
。
多
く
の
関
係
者
が
見
守
る
中
、
記
念
す
べ
き
第

１
号
機
の
除
幕
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
は
、
コ
カ
・
コ
ー
ラ

ウ
エ
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
が
、
自
販
機
の
設
置

か
ら
管
理
ま
で
、
す
べ
て
の
費
用
を
負
担
。
売
り
上

げ
の
20
％
が
、
大
任
町
が
推
進
す
る
花
い
っ
ぱ
い
基

金
に
繰
り
入
れ
ら
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
活
動
費
の
恒
久

的
な
財
源
が
確
保
で
き
る
ば
か
り
で
な
く
、
一
般
財

源
か
ら
の
支
出
削
減
に
大
い
に
貢
献
で
き
る
も
の
と

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
自
販
機
に
は
、
町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
し
じ
み
の
大
ち
ゃ
ん
」
を
は
じ
め
、「
菜
の

花
」「
桜
」「
紅
葉
」
の
イ
ラ
ス
ト
を
採
用
。
大
任
町

に
し
か
な
い
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
自
販
機
で
、
花
い
っ

ぱ
い
に
対
す
る
意
識
改
革
の
一
端
も
担
う
デ
ザ
イ
ン

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

式
典
で
永
原
町
長
は
「
花
は
気
持
ち
を
和
ま
せ
る

力
が
あ
る
。
こ
の
基
金
で
大
任
町
を
花
い
っ
ぱ
い
に

し
、
心
豊
か
で
明
る
く
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
つ
な

げ
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
大
任
町
で
は
ま
ち
づ
く
り
支
援
自
販
機

を
平
成
22
年
３
月
ま
で
に
計
12
台
設
置
し
、
年
間

２
０
０
万
円
が
基
金
に
繰
り
入
れ
ら
れ
る
予
定
で

す
。

　
「
町
も
心
も
花
い
っ
ぱ
い
」
を
合
い
言
葉
に
、
み

な
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

大

▲ 第１号機は、役場の西側に設置 ▲ 早速、永原町長自ら水を購入▲ 中央公園。滑り台で楽しんだ後は水分補給
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18
時
～
19
時
30
分　

プ
ロ
ロ
ー
グ

　

日
が
傾
き
空
が
赤
く
染
ま
り
出
す

と
、
会
場
に
は
祭
り
を
待
ち
き
れ
な
い

人
た
ち
が
ぽ
つ
ぽ
つ
と
集
ま
っ
て
く

る
。
浴
衣
姿
の
人
も
多
い
。
提

ち
ょ
う

灯ち
ん

の

明
か
り
が
夕
闇
に
映
え
る
こ
ろ
に
は
、

会
場
に
は
家
族
連
れ
や
カ
ッ
プ
ル
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
っ
た
。

19
時
30
分
～
20
時　

盆
踊
り
開
始

　

い
よ
い
よ
盆
踊
り
が
ス
タ
ー
ト
。

大
任
町
文
化
連
盟
「
お
ど
り
愛
好
会
」

の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
り
、
櫓や

ぐ
ら

を

囲
ん
で
盆
踊
り
。
少
し
ず
つ
一
般
の

人
た
ち
も
加
わ
っ
て
、
祭
り
は
徐
々

に
加
速
す
る
。
し
じ
み
の
大
ち
ゃ
ん

も
初
登
場
。

20
時
～
21
時　

盆
踊
り
ピ
ー
ク
に

　

最
初
は
遠
慮
が
ち
だ
っ
た
一
般
の

人
た
ち
も
、
勇
ま
し
い
太
鼓
の
音
と
粋

な
口
説
き
に
誘
わ
れ
る
よ
う
に
、
盆
踊

り
の
輪
の
中
へ
。
気
が
付
け
ば
１
０
０

人
近
く
の
人
が
巨
大
な
輪
を
作
り
上

げ
て
い
た
。
盆
踊
り
は
ピ
ー
ク
を
迎
え

た
ま
ま
終
了
。
余
韻
を
残
し
花
火
へ
。

21
時
～
21
時
30
分  

打
ち
上
げ
花
火

　

祭
り
の
最
後
を
締
め
た
の
は
、
約
１

千
２
０
０
発
の
打
ち
上
げ
花
火
。
赤
や

青
、
緑
に
黄
色
と
い
っ
た
カ
ラ
フ
ル

な
大
玉
が
打
ち
上
げ
ら
れ
る
た
び
に
、

集
ま
っ
た
観
客
か
ら
は
感
嘆
の
声
が

漏
れ
る
。

　

仕
掛
け
花
火
に
も
点
火
さ
れ
「
花

と
し
じ
み
の
里
大
任
町
」
が
暗
闇
に

浮
か
び
上
が
っ
た
。
そ
し
て
最
後
に
連

続
花
火
が
打
ち
上
が
り
祭
り
は
終
了
。

　

観
客
の
笑
顔
と
盛
大
な
拍
手
が
、
祭

り
の
熱
を
物
語
っ
て
い
ま
し
た
。

踊った！見上げた！
大任の夏は熱かった

老若男女を問わず、たくさんの人が参加した盆踊り。

夏の風物詩、盆踊り花火大会。
笑顔とともに踊る人々、夜空を彩る大輪の花……。

そこには確かに伝統の祭りがあった。
熱かった大任の夏の夜をリポート。

縁
え ん

が円
え ん

をつくり宴
え ん

となる

大任町盆踊り花火大会

一夜限りの夏の祭典

華麗な踊りに目を奪われます

しじみの大ちゃんは、大人気

浴衣姿が似合っています

仕掛け花火に観客が沸く

盆踊りを盛り上げた踊り愛好会

商工会青年部も出店で大忙し

商工会女性部出店のヨーヨー釣り

盆踊りに欠かせないのが名口説き

太鼓のリズムは踊りのリズム

2007 ｰ 8 ｰ 18 summer event
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まちの話題

力を合わせて全力プレイ
子ども会が夏の球技大会

▲ 子どもたちはいつだって真剣勝負

　７月 20 日、B&G 体育館で大任町子ども会育成会主催の
夏の球技大会が行われました。大会には、男子が柿原、峰、
道善の３チーム、女子が小林、柿原、峰、道善の４チーム
が参加。４人制のミニソフトバレーで汗を流しました。
　熱戦の末、優勝の栄冠を手にしたのは、男子が柿原チーム、
女子が道善チームでした。会場では、子どもたちの手に汗
握る熱い戦いに、保護者やチームメートの応援の声が響き
わたっていました。

愛情のスパイスたっぷり
親と子の料理教室を実施

▲ お豆腐パンケーキ作り。ちゃんと焼けてるかな～？

　７月 26 日、役場調理室で小学生とその保護者を対象に「親
と子の料理教室」が行われました。この料理教室には、小
学生児童９人とその保護者３人が参加。児童たちは慣れな
い手つきながらも、食進会の人たちや料理講師の先生の指
導のもと、親子で協力して計４品の料理を作りました。　
作り終わった後は全員で試食を兼ねた昼食タイム。自分た
ちで作った料理の味はひとしおだったようで、みんな口々
に「おいしい」と言いながら食べていました。

▲ 優勝した柿原チーム

▲ 優勝した道善チーム

いざというときに備えて
今任小で着衣水泳

▲ 服を着て靴も履いたままで、いかに長く浮けるかがポイントです

　８月９日、夏休み中の出校日に合わせ、今任小学校で全
校児童を対象とした着衣水泳が行われました。これは、着
衣状態で水難事故に遭った場合を想定し、実際にプールで
疑似体験をしてみようというものです。
　まず児童たちは教室で、水難事故に遭ったときの対処法
をビデオを見ながら事前学習。その後、実際にプールで衣
服を着たまま水に浮く練習をしました。
　服を着たまま水難事故に遭った場合は、衣服が水を吸っ
て重くなり、泳いでもすぐに疲れてしまいます。そのため
浮くことを重点的に練習。児童たちは慣れない状況に悪戦
苦闘しながらも、浮く練習を繰り返していました。

花としじみの妖精、現れる
商工会女性部が仮装大会で準優勝

▲ 大任町をアピールした替え歌に合わせ、華麗な踊りを披露しました

　８月４日、大任町商工会女性部を中心としたメンバー約
25 人が福智町で行われた仮装カーニバルに出場しました。
この仮装カーニバルは福智町のイベント「I love カナダ 
Fiesta」で行われたもの。全８チームが、優勝の栄冠（と、
優勝賞金 20 万円）を目指し競い合いました。
　商工会女性部は町のイメージでもある「花としじみ」を
モチーフとした衣装に身を包み、商店街をパレード。その
後特設ステージ上で歌と踊りを披露しました。
　結果は堂々の準優勝（賞金５万円）。商工会メンバーは「２
週間ですべてを準備しました。賞金は商工会の敷地に時計
台を設置する費用に充てたいです」と話してくれました。
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水は友達、怖くない
小学生を対象に水泳教室

▲ 水泳の基本はバタ足から

　小学生の夏休み期間に合わせ、７月 24 日、B&G 海洋
センターで小学生を対象とした水泳教室が開催されまし
た。水泳教室には今任小学校と大任小学校の児童 37 人
が参加。水泳の基礎を学びました。
　児童たちは能力ごとに３つのグループに分かれ、それ
ぞれの能力に応じた指導を受けました。
　子どもたちに水泳を教えた水泳指導歴 45 年の神田知
広さん（田川市）は「小さいころから水に慣れることで
おぼれることがないように」と子どもたちに丁寧に水泳
のコツを教えていました。

努力と汗の結晶
春武館の選手が空手大会で入賞

▲ 心身ともに鍛えた成果を発揮しました

　７月 22 日、筑豊地区空手道選手権大会が田川市総合
体育館で開催されました。この大会に大任町から春武館
の選手が参加。練習の成果を存分に発揮しました。組手
で優勝した堀尾侑

ゆう

希
き

くん（道善）は「頑張って練習した
ので優勝できてうれしかったです」と感想を話してくれ
ました。入賞者は以下のとおりです。（敬称略）

【形】３位　森下 咲
さ

弥
や

（小学 5･6 年女子の部）
【組手】優勝　堀尾 侑希（小学２年男子の部）浦野 良

りょう

麻
ま

（小
学３年男子の部）堀尾 拓

ひろ

希
き

（小学５年生の部）
２位　永末 大

たい

成
せい

（小学１年以下男子の部）
３位　永末 聖

せい

矢
や

（中学１年男子の部）森下 咲弥（小学
5･6 年の部）原 阿

あ

寿
す

可
か

（中学 2･3 年の部）

木
き

村
む ら

 法
の り

子
こ

さん（柿原）

☆生年月日　昭和 12 年 9 月 1 0 日（69歳）
☆趣　味　茶道　自然観賞　読書

▲ 流派は表千家。茶道の名前は宗法。茶室の名前は幸
こ

法
ほう

庵
あん

クローズ・アップ

vol .19− T e a  C e r e m o n y −

　茶
ちゃ

碗
わん

に抹茶を入れ柄
ひ

杓
しゃく

で茶釜からお湯を注ぐ。そして茶
ちゃ

筅
せん

で一服のお茶をたてる。その点
て

前
まえ

に一切の無駄はありませ
ん。「お茶はすべてに通じるんです。段取りをしっかりとし
ないと前に進みません。それは仕事もプライベートも同じ
ですよね」。そう言って、笑顔を浮かべたのは木村法子さん。
茶道の先生をしています。
　木村さんが本格的に茶道を始めたのは 30 歳。時間に余裕
ができたのを機に、本格的に茶道を習い始めました。以来約
40 年もの間、茶道に携わっています。
　今では生活の一部となっている茶道。茶道を通じて四季を
身近に感じ、茶室に座って静かな時間を過ごしています。そ
れでも木村さんは「茶道はどこまで行っても深い。茶道に携
わって約 40 年になるけれど、まだ先が見えません。そのぐ
らい深いんです」と茶道の奥深さを語ります。
　茶道以外では、読書をしたり歌舞伎を見に行ったりとさま
ざまな趣味を持っています。中でも自然に触れることが好き
な木村さんは「つくしの会」にも所属し、メンバーとともに
折々に山を歩いては、大好きな高山植物を観賞しています。
　今年で古稀を迎える木村さん。「茶道を続けられるのは亡
くなった主人のおかげ。感謝しています」。茶室を建て、道
具もそろえてくれたそうです。「（茶道の）先はまだ見えない
けれど、これからもずっと続けていきたいですね。後に続く
人も育てていきたいです」と今後の目標を語ってくれました。
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〒 824-0512 福岡県田川郡

大任町大字大行事３０６７番地

大任町役場

63-3000

　

住
民
課
衛
生
係
で
は
、
乳
幼
児
を
対

象
と
し
た
麻
し
ん
と
風
し
ん
の
予
防

接
種（
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
）を
行
い
ま
す
。

■
と
き

　

９
月
12
日
㈬　

13
時
30
分
～
14
時

■
対
象
者

　

生
後
12
カ
月
～
生
後
24
カ
月
未
満
児

　

小
学
校
入
学
前
の
年
長
児

■
予
約
方
法

　

住
民
課
衛
生
係
で
直
接
申
し
込
む

か
、
電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す

■
受
付
期
限　

９
月
７
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課
衛
生
係　

内
線
１
１
３

Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
し
ま
し
ょ
う

　

戦
没
者
な
ど
の
ご
遺
族
に
対
す
る

特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限
は
、
平
成

特
別
弔
慰
金
の
請
求
は

お
済
み
で
す
か
？

　
「
07'
救
急
の
日
の
集
い
」
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

９
月
７
日
㈮  

13
時
20
分
～

■
と
こ
ろ

　

田
川
市
青
少
年
文
化
ホ
ー
ル

■
内
容

・
講
演

　
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
救
急
蘇そ

生せ
い

法
」

・
救
急
蘇
生
法
講
習

・
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
法
講
習

■
参
加
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

☎
42
ー
９
３
１
３

　

田
川
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
を

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

　

恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制
抑
留
者
、

引
揚
者
の
ご
本
人
に
、
改
め
て
内
閣

総
理
大
臣
名
の
「
特
別
慰
労
品
」
を

贈
呈
し
て
い
ま
す
（
過
去
に
内
閣
総

理
大
臣
名
の
書
状
な
ど
を
受
け
た
人

も
対
象
）。

　

請
求
書
は
、
住
民
課
福
祉
係
の
窓

口
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
資
格
要
件

な
ど
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く

恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制
抑

留
者
、
引
揚
者
の
皆
様
へ

【
普
通
救
命
講
習
】

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
心
肺
蘇そ

生せ
い

法
や

止
血
法
な
ど
、
救
命
に
必
要
な
応
急

手
当
を
学
び
ま
す
。

■
と
き　

９
月
30
日
㈰  

９
時
～
12
時

■
と
こ
ろ　

田
川
地
区
消
防
本
部　

２
階
講
堂
（
田
川
市
川
宮
１
５
７
０
）

■
対
象
者　

田
川
市
郡
に
在
住
、
ま

た
は
働
い
て
い
る
15
歳
以
上
の
人

■
定
員　

50
人
（
先
着
順
）

■
申
込
期
限　

９
月
22
日
㈯

■
受
講
料　

無
料

無
料
救
命
講
習
の

参
加
者
を
募
集

20
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

戦
没
者
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、

平
成
17
年
４
月
１
日
現
在
で
公
務
扶

助
料
、
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
る
人

が
い
な
い
場
合
に
特
別
弔
慰
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
ご
遺
族
で
ま
だ
請
求

し
て
い
な
い
人
は
、
お
問
い
合
わ
せ

の
上
、
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

住
民
課
福
祉
係

　

内
線
１
２
０

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

独
立
行
政
法
人

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

　

☎
０
１
２
０
ー
２
３
４
ー
９
３
３

　
（
月
～
金  

９
時
15
分
～
17
時
15
分
）

　

㏋http://w
w

w
.heiw

a.go.jp

　先の大戦における海外での本県出身戦没者の方々を追悼
し、平和を祈念するため、慰霊巡拝団員を募集します。

【ミャンマー】
■とき　11 月 21 日㈬～ 11 月 28 日㈬（８日間）
■ 巡拝地　ヤンゴン・タチレイ・モンサツ・マインピヤ・チャ

インドオン・ヘーホー・タウンジー・インレー湖・ペグー
■定員　20 人
■申込期限　９月 28 日㈮

【フィリピン南部地域】
■とき　平成 20 年１月 17 日㈭～１月 24 日㈭（８日間）
■ 巡拝地　マニラ・タクロバン（レイテ島）・オルモック・

ルソン島南部・コレヒドール島
■定員　20 人
■申込期限　11 月 16 日㈮

問　㈶福岡県遺族連合会事務局　☎ 092-761-0012

海外戦没者慰霊巡拝団員を募集

【
上
級
救
命
講
習
】

　

修
了
者
に
は
「
上
級
救
命
講
習
修

了
証
」
を
発
行
し
ま
す
。

■
と
き　

10
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰　

９
時
～
18
時
（
両
日
と
も
同
じ
講
習
）

■
と
こ
ろ　

田
川
地
区
消
防
本
部

■
対
象
者　

田
川
市
郡
に
在
住
、
ま

た
は
働
い
て
い
る
15
歳
以
上
の
人

■
定
員　

50
人
（
先
着
順
）

■
申
込
期
間

　

９
月
10
日
㈪
～
10
月
２
日
㈫

■
受
講
料　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

田
川
地
区
消
防
署　

本
署

　

☎
44
ー
０
６
５
０

　

ま
た
は
最
寄
り
の
警
察
署
ま
で
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◎
ポ
ケ
ッ
ト
判

　
（
高
135
㎜
×
幅
73
㎜
）
４
５
０
円

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

企
画
財
政
課　

内
線
２
１
５

　お誕生日の記念にお子さ
んの写真を紙面に掲載して
みませんか？　広報おおと
うでは、誕生日を迎える３
歳までのお子さんの写真を
募集します。
　役場２階、企画財政課窓
口までお子さんの写真、ま
たはデジカメのデータを持ってきてください。募集は
毎月行います。
■対象者　 大任町に在住で 10 月に誕生日を迎える３

歳までのお子さん（募集は毎月行います）
■募集期限（10 月号）　９月 11 日 ㈫
■問い合わせ　企画財政課　広報係　内線 216

お子さんの写真を
載せてみませんか？

　

県
で
は
次
の
と
お
り
、
県
営
住
宅

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
受
付
期
間

　

９
月
３
日
㈪
～
9
月
11
日
㈫

■
申
し
込
み
方
法

　

９
月
11
日
㈫
ま
で
（
消
印
有
効
）

に
案
内
書
添
付
の
封
筒
に
て
郵
送
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

募
集
案
内
書
は
役
場
の
事
業
課
住

宅
係
窓
口
で
配
布
し
て
い
ま
す

■
問
い
合
わ
せ

　

筑
豊
県
営
住
宅
管
理
事
務
所

　

☎
０
９
４
８
ー
21
ー
３
２
３
２

　

県
で
は
、
県
政
に
対
す
る
理
解
と

関
心
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
一
般

公
募
に
よ
る
施
設
見
学
会
を
行
い
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
と
き　

10
月
24
日
㈬  
９
時
～
17
時

■
出
発
地　

Ｊ
Ｒ
新
飯
塚
駅

■
見
学
先　

水
産
海
洋
技
術
セ
ン

タ
ー
・
九
州
大
学
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス

水
素
関
連
施
設

■
募
集
人
数　

45
人
程
度

■
申
込
期
限　

９
月
25
日
㈫

■
参
加
費　

無
料

県
政
バ
ス
・
ア
プ
ロ
ー

チ
号
の
参
加
者
募
集
中

　

県
で
は
、
不
妊
に
悩
む
夫
婦
に
対

し
て
、
不
妊
治
療
費
の
助
成
と
相
談

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
（
助
成
事
業
）

　

田
川
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

　

☎
０
９
４
７
ー
42
ー
９
３
１
５

■
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー

　

県
内
３
カ
所
の
保
健
福
祉
環
境
事

務
所
で
、
面
接
相
談
、
専
用
相
談
電

話
を
行
っ
て
い
ま
す
（
予
約
制
）。

　

◎
鞍
手
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

　

☎
０
９
４
９
ー
22
ー
３
９
４
４

　

◎
宗
像
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

　

☎
０
９
４
０
ー
37
ー
４
０
７
０

　

◎
久
留
米
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

　

☎
０
９
４
２
ー
37
ー
８
３
０
１

不
妊
に
悩
む
夫
婦
を

支
援
し
ま
す

　

福
岡
県
の
基
本
デ
ー
タ
か
ら
、
県

内
の
観
光
や
ア
ウ
ト
ド
ア
な
ど
の
情

報
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
手
帳
で
す
。

　

手
帳
の
受
け
渡
し
は
、
購
入
の
予

約
を
取
り
ま
と
め
て
か
ら
注
文
す
る

の
で
、
11
月
下
旬
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

■
申
込
期
限　

10
月
５
日
㈮

■
価
格

◎
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
判

　
（
高
210
㎜
×
幅
150
㎜
）
９
５
０
円

◎
標
準
判

　
（
高
162
㎜
×
幅
84
㎜
）
５
５
０
円

県
民
手
帳
の
購
入
予
約

受
け
付
け
ま
す

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
県
総
務
部
県
民
情
報
広
報
課

広
聴
係

　

☎
０
９
２
ー
６
４
３
ー
３
１
０
７

　

県
で
は
、
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
専
用
の
相
談

電
話
を
設
け
て
い
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
匿
名
で
の
相
談
も
可
能
で
す
。

配
偶
者
暴
力
に

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

ま
た
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
Ｄ
Ｖ
相
談
専
用
電
話

　

☎
42
ー
４
８
５
０

　

月
～
金　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

【
夜
間
休
日
】

　

☎
０
９
２
ー
７
１
６
ー
０
４
２
４

　

月
～
金　

17
時
15
分
～
24
時

　

土
日
・
祝
日　

９
時
～
24
時

■
問
い
合
わ
せ

　

児
童
家
庭
課
母
子
福
祉
係

　

☎
０
９
２
ー
６
４
３
ー
３
２
５
７

　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
保
有

者
・
人
工
膀
胱
保
有
者
）
へ
の
理
解

を
深
め
る
た
め
、
健
康
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

■
と
き　

９
月
９
日
㈰　

13
時
30
分

～
16
時
30
分

■
と
こ
ろ　

直
方
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
直
方
市
山
部
６
１
６
ー
１
４
５
）

■
講
師

　

佐
藤 

則
子
さ
ん
（
飯
塚
病
院
ス

ト
ー
マ
外
来　

Ｗ
Ｏ
Ｃ
認
定
看
護
師
）

■
テ
ー
マ

　
「
よ
り
良
い
日
常
生
活
を
過
ご
す
た

め
の
ス
ト
ー
マ
ケ
ア
」

■
参
加
費　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

㈳
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会　

福
岡

県
支
部　

筑
豊
分
会

　

☎
０
９
４
９
ー
25
ー
０
２
８
６

オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
の

健
康
教
室
を
開
催

県
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
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高
齢
者
な
ど
へ
の
悪
質
な
訪
問
販

売
に
よ
る
被
害
、
成
年
後
見
制
度
の

利
用
方
法
な
ど
、
１
人
で
悩
ま
ず
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
と
き　

９
月
８
日
㈯  

10
時
～
16
時

■
と
こ
ろ　

福
岡
県
司
法
書
士
会 
筑

豊
京
築
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
（
田
川

市
栄
町
２
ー
３ 

大
城
ビ
ル
２
階
）

■
予
約
電
話　

☎
44
ー
２
５
３
０

※ 

月
～
金　

13
時
～
15
時

■
問
い
合
わ
せ　

☎
45
ー
３
９
９
６

　

福
岡
県
司
法
書
士
会　

筑
豊
支
部

事
務
局

「
全
国
一
斉
無
料
成
年
後

見
相
談
会
」
を
開
催

　

お
金
や
土
地
・
建
物
、
夫
婦
間
や

遺
産
分
割
な
ど
で
お
悩
み
の
人
を
対

象
に
無
料
調
停
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

裁
判
所
か
ら
任
命
さ
れ
た
調
停
委
員

が
相
談
を
お
聞
き
し
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
と
き　

９
月
28
日
㈮  

10
時
～
15
時

■
と
こ
ろ

　

田
川
市
役
所
１
階
大
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ　

☎
42
ー
０
１
６
３

　

福
岡
地
方
裁
判
所
田
川
支
部　

庶

務
課
庶
務
係

無
料
調
停
相
談
を

開
催
し
ま
す

　

相
続
登
記
や
会
社
設
立
な
ど
の
登

記
相
談
、
悪
質
商
法
な
ど
の
消
費
者

問
題
、
借
金
な
ど
の
多
重
債
務
問
題
、

訴
訟
、
成
年
後
見
な
ど
…
…
。

　

１
人
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
と
き　

10
月
６
日
㈯  

10
時
～
16
時

■
と
こ
ろ

　

①
嘉
麻
市
山
田
生
涯
学
習
館

　
（
嘉
麻
市
上
山
田
１
３
４
７
ー
10
）

　

②
苅
田
町
中
央
公
民
館

　
（
京
都
郡
苅
田
町
京
町
２
ー
５
）

■
予
約
電
話　

☎
44
ー
２
５
３
０

「
法
の
日  

全
国
一
斉
司
法

書
士
法
律
相
談
」
を
開
催

■
予
約
期
限　

10
月
５
日
㈮

■
電
話
相
談

　

☎
０
９
２
ー
７
４
１
ー
８
６
１
０

■
相
談
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

☎
45
ー
３
９
９
６

　

福
岡
県
司
法
書
士
会　

筑
豊
支
部

事
務
局

　自衛隊福岡地方協力本部では、次のとおり自衛官等採用試験を
行います。詳しい内容についてはお問い合わせ下さい。

■問い合わせ　自衛隊福岡地方協力本部　飯塚地域事務所
　　☎ 0948-22-4847

自衛官等採用試験を実施します

平成 19 年度　自衛官等採用試験案内

募集種目 種類 資格 受付期間 試験期日 試験会場

防衛大学
校学生

推薦

高卒（見込含）
21 歳未満の人

９月５日
～９月７日

９月23日・24日 防衛大学

一般

９月７日
～９月28日

11月10日・11日
（一次試験）

西南大学

防衛医科大学校
学生

11月３日・４日
（一次試験）

福岡経済大学

看護学生
高卒（見込含）
24 歳未満の人

10月14日
（一次試験）

福岡駐屯地

※資格年齢は、平成 �0 年４月１日現在の年齢

■
相
談
内
容

　

境
界
問
題
、
土
地
の
分
筆
、
合
筆
、

地
積
更
正
、地
目
変
更
、建
物
の
新
築
、

増
築
、
滅
失
な
ど
の
調
査
・
測
量
お

よ
び
登
記
手
続
き
な
ど

■
と
き　

10
月
６
日
㈯  

10
時
～
16
時

土
地
家
屋
に
つ
い
て
の

無
料
相
談
会
を
開
催

　

10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は
公
証

週
間
で
す
。
遺
言
相
続
な
ど
の
相
談

は
田
川
公
証
役
場
で
ど
う
ぞ
。

■
と
き　

平
日　

９
時
30
分
～
15
時

30
分
（
公
証
週
間
外
も
実
施
）

■
と
こ
ろ

　

田
川
公
証
役
場
（
田
川
市
役
所
下
）

■
問
い
合
わ
せ　

☎
44
ー
４
１
３
０

　

田
川
公
証
役
場

相
続
は
遺
言
公
正
証
書

で
円
滑
に

　

雇
用
保
険
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
19
年
10
月
１
日

以
降
に
離
職
さ
れ
た
人
に
つ
い
て
は
、

雇
用
保
険
の
受
給
資
格
要
件
が
変
わ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

労
働
局
職
業
安
定
部
職
業
安
定
課

　

☎
０
９
２
ー
４
３
４
ー
９
８
０
３

　

㏋http://w
w

w
.heiw

a.go.jp

　

ま
た
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
田
川

　

☎
44
ー
８
６
０
９

雇
用
保
険
の
受
給
資
格

要
件
が
変
わ
り
ま
す

■
と
こ
ろ　

田
川
市
民
会
館 

講
座
室
２

■
問
い
合
わ
せ　

☎
42
ー
１
２
３
０

　

福
岡
県
土
地
家
屋
調
査
士
会　

田

川
支
部

【これから犬を飼う人のための講習会】
■とき　９月 19 日㈬
　　　　13 時 30 分～ 15 時 30 分
■ところ　田川保健福祉環境事務所　衛生課

【子犬の譲渡会】
■とき　９月 26 日㈬　13 時～ 15 時 30 分
■ところ　田川保健福祉環境事務所　衛生課
■対象者　上記の事前講習会を受けた人

■申し込み・問い合わせ　☎ 42-9309
　田川保健福祉事務所　衛生課

子犬の譲渡会を実施します



� 広報おおとう　2007. ９月号

　

障
害
者
と
企
業
の
人
事
担
当
者
が

直
接
面
談
で
き
ま
す
。

■
と
き　

10
月
５
日
㈮  

13
時
～
16
時

■
と
こ
ろ　

の
が
み
プ
レ
ジ
デ
ン
ト

ホ
テ
ル
（
飯
塚
市
新
立
岩
12
ー
37
）

■
参
加
費　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
田
川

　

☎
44
ー
８
６
０
９

障
害
者
雇
用
促
進
面
談

会
を
開
催
し
ま
す

■
と
き　

９
月
26
日
㈬  

19
時
～
21
時

■
と
こ
ろ

　

イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
テ
ー
マ　
「
あ
わ
て
な
い
た
め
に

知
っ
て
お
き
た
い　

～
賃
金
・
労
働

時
間
・
解
雇
の
話
」

■
講
師　

山
内 

輝
光
さ
ん
（
社
会
保

険
労
務
士
）

■
定
員　

30
人

■
受
講
料　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
県
筑
豊
労
働
福
祉
事
務
所

　

☎
０
９
４
８
ー
22
ー
１
１
４
９

働
く
人
の
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　

妊
娠
や
出
産
、
介
護
な
ど
の
理
由

で
退
職
し
、
再
就
職
を
考
え
て
い
る

人
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す

■
と
き　

９
月
25
日
㈫
・
26
日
㈬

　
　
　
　

９
時
30
分
～
12
時
30
分

■
と
こ
ろ　

イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
講
師

◎ 

１
日
目　

冨
永 

明
子
さ
ん
（
フ
ェ

ミ
ニ
ス
ト
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

◎ 

２
日
目　

谷 

美
紀
さ
ん
（「
ド
ン
ナ

マ
ン
マ
」
編
集
長
）

■
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

再
就
職
し
た
い
女
性
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　

35
歳
未
満
の
若
年
者
を
対
象
に
、

就
職
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

■
と
き

　

10
時
～
21
時
（
毎
週
水
曜
日
休
み
）

■
と
こ
ろ

　

福
岡
県
若
年
者
し
ご
と
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー　

筑
豊
ブ
ラ
ン
チ
（
飯
塚

市
吉
原
町
６
ー
１
）

■
相
談
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
県
若
年
者
し
ご
と
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー　

筑
豊
ブ
ラ
ン
チ

　

☎
０
９
４
８
ー
23
ー
１
１
４
３

福
岡
県
若
年
者
し
ご
と

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

■
参
加
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
県
筑
豊
労
働
福
祉
事
務
所

　

☎
０
９
４
８
ー
22
ー
１
６
８
１

　大任町献血推進協議会では、次のとおり献血を実施します。
人間の生命を維持するために必要な血液は、まだ人工的に作
ることはできません。また血液は生きた細胞のため、長期間
の保存もできません。輸血に必要な血液をいつでも十分に確
保しておくためには、絶えず誰かの献血が必要となります。
みなさんのご協力をお願いします。
■とき　９月 27 日㈭　９時 30 分～ 13 時
■ところ　大任町役場
■対象者　18 歳から 69 歳までの人で、以下の条件を満たす人
　◆ 400㎖献血基準　50㎏以上の人
　◆ 200㎖献血基準　男性は 45㎏以上、女性は 40㎏以上の人
※ 福岡県では、輸血時の安全性を高めるため、「400㎖献血」
をお願いしています。また、65 歳以上の人で献血を希望する
人は、60 歳から 64 歳までに献血を経験した人に限ります
■必要な物
　運転免許証や健康保険証など、身分を証明できるもの
■問い合わせ　住民課 衛生係　内線 113

献血にご協力をお願いします

　10 月１日現在で、就業構造基本調査を実施し
ます。
　この調査は、全国から抽出された約 45 万世帯の

15 歳以上の方々を対象に、普段
何か収入になる仕事をしている
かどうかや就業に関する希望な
どについて調査します。
　調査結果からは、若者、高齢
者や女性の多様化する就業状況
や産業構造の変化に伴う雇用政
策や経済政策などの各種行政
施策を立案する際の基礎資料
となります。
　調査内容は統計を作る目的
のみに用いられます。調査員

には法律によって守秘義務が課せられ、秘密は固く
守られます。
　調査の対象となった世帯には、統計調査員が伺い
ますので、ご協力をお願いします。
問　役場　63-3000　企画財政課　内線 215

就業構造基本調査にご協力を

しじみ祭りがリニューアル !?

　大任町を代表するイベント「しじみ祭り」。秋の
風物詩として毎年盛大に開催され、今年で 21 回目
を迎えます。
　現在、この「しじみ祭り」の舞台となる六本松の
彦山川河川敷が整備さ
れ、水辺公園として
生まれ変わってい
ます。
　これに合わせ、
大任町商工会では、

「しじみ祭り」をより楽
しいイベントにしようと計画中です。詳細が決まり
次第、広報おおとうの紙面を通じてお知らせします。
お楽しみに。
■とき　10 月 28 日 ㈰
問　大任町商工会　☎ 63-2241
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町
で
は
次
の
と
お
り
敬
老
会
を

開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

９
月
16
日
㈰

　

◆
受
付
時
間　

８
時
30
分
～

　

◆
開
会
時
間　

９
時
30
分
～

■
と
こ
ろ　

大
任
中
学
校
体
育
館

敬
老
祝
い
金
の

　
　
　

対
象
年
齢
引
き
上
げ

　

平
成
15
年
度
か
ら
、
敬
老
祝
い
金
の
贈
呈
対
象
年
齢
が
毎
年
１

歳
ず
つ
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
年
度
か
ら
は
75
歳
以
上
の

人
が
敬
老
祝
い
金
の
贈
呈
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
敬
老
祝
い
金
の
贈
呈
対
象
者

　

今
年
の
敬
老
祝
い
金
の
贈
呈
対

象
者
は
、
75
歳
以
上
（
昭
和
８
年

３
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

で
、
平
成
19
年
９
月
１
日
現
在
で

町
に
住
民
登
録
が
あ
る
人
で
す
。

年
齢
は
平
成
20
年
３
月
31
日
現
在

の
満
年
齢
で
計
算
し
ま
す
。

※ 

該
当
者
に
は
、
９
月
上
旬
に
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ　

住
民
課 

福
祉
係　

内
線
１
１
８

ふくおかの森林を守る森林環境税　　
森林の働きは、わたしたちの暮らしにさまざまな恵みをもたらしています

■
森
林
の
働
き

　

二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
地
球
温
暖
化
を

防
ぐ
、
水
を
蓄
え
浄
化
す
る
、
土
砂
の
流

出
・
崩
壊
を
防
ぐ
、
野
生
動
物
の
す
み
か

と
な
る
、
水
を
豊
か
に
し
川
や
海
の
生
き

物
を
は
ぐ
く
む
、
安
ら
ぎ
を
与
え
る
、
木

材
な
ど
を
供
給

す
る
…
…
。

　

森
林
は
わ
た

し
た
ち
の
暮
ら

し
に
さ
ま
ざ
ま

な
恵
み
を
も
た

ら
し
て
い
ま
す
。

■
森
林
が
荒
廃
し
て
い
ま
す

　

福
岡
県
の
森
林
面
積
の
３
分
の
２
を
占

め
る
人
工
林
を
健
全
な
森
林
に
育
て
る
た

め
に
は
、
人
が
定
期
的
な
手
入
れ
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
木
材
価
格

の
低
迷
、
林
業
者
の
減
少
や
高
齢
化
な
ど

に
よ
る
林
業
不
振
で
、
長
期
間
手
入
れ
が

な
さ
れ
て
い
な
い
荒
廃
し
た
森
林
が
増
え

て
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、
森
林
の
働
き

が
低
下
し
て
わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
早

急
に
再
生
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
森
林
環
境
税
の
使
い
道

　

森
林
環
境
税
は
県
内
の
荒
廃
し
た
森
林

を
再
生
し
、
森
林

の
働
き
を
十
分
に

発
揮
で
き
る
健
全

な
状
態
で
次
世
代

へ
引
き
継
ぐ
た
め

に
使
わ
れ
ま
す
。
森
林
環
境
税
は
基
金
に

積
み
立
て
ら
れ
、
福
岡
県
の
森
林
を
守
る

た
め
だ
け
に
使
わ
れ
ま
す
。

■
森
林
環
境
税
の
課
税
額

　

課
税
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

こ
の
森
林
環
境
税
は
、
森
林
環
境
税
条

例
の
公
布
の
日
（
平
成
18
年
12
月
27
日
）

か
ら
、
２
年
以
内
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
県 

総
務
部 

税
務
課

　

☎
０
９
２
ー
６
４
３
ー
３
６
５
０

区分 税額 納税義務者

個人 年間 500 円
  おおむね 100 万円以上の収入が
ある人。約 200 万人が対象（個
人県民税均等割の対象者）。

区分
  現行の法人県民税均等割額の
５％相当額（年間 1,000 円～
40,000 円）

  県内に事務所などを有する法人
など

森林環境税のしくみ

敬
老
会
は
９
月
16
日
㈰
開
催
で
す

祝
い
金
の
対
象
年
齢
は
75
歳
以
上
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日
本
人
の
８
人
に
１
人
が
糖
尿
病
？

　

厚
生
労
働
省
が
平
成
14
年
に
行
な
っ
た

実
態
調
査
で
は
、
糖
尿
病
の
患
者
数
は

７
４
０
万
人
。
境
界
型
と
よ
ば
れ
る
糖

尿
病
予
備
軍
８
８
０
万
人
を
含
め
る
と

１
千
６
２
０
万
人
に
も
及
び
、
平
成
８
年
に

行
な
わ
れ
た
前
回
の
調
査
よ
り
２
５
０
万
人

も
増
加
し
て
い
る
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
日
本
の
人
口
を
1
億
3
千
万
人
と
す
る

と
「
日
本
人
の
８
人
に
１
人
は
糖
尿
病
」
と

な
り
、
も
は
や
誰
も
無
関
心
で
は
い
ら
れ
な

い
現
状
と
な
っ
て
い
ま
す
。

糖
尿
病
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

　

糖
尿
病
と
は
、
す
い
臓
で
つ
く
ら
れ
る
イ

ン
ス
リ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
や
働
き

が
悪
い
た
め
に
、血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
量
（
血

糖
値
）
が
過
剰
に
増
加
し
て
い
る
状
態
を
い

い
ま
す
。
糖
尿
病
の
初
期
に
は
、
そ
れ
と
分

か
る
自
覚
症
状
が
な
く
、
文
字
ど
お
り
「
単

に
尿
に
糖
が
混
じ
る
病
気
」
と
誤
解
さ
れ
る

こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、い
っ

た
ん
症
状
が
出
る
と
治
る
こ
と
が
な
く
、
一

生
こ
の
病
気
と
付
き
合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

糖
尿
病
自
体
で
命
を
落
と
す
こ
と
は
少
な

く
な
り
ま
し
た
が
、
放
置
し
た
ま
ま
で
い
る

と
動
脈
硬
化
に
よ
る
脳
卒
中
や
狭
心
症
、
心

筋
梗
塞
な
ど
の
合
併
症
を
引
き
起
こ
す
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
糖
尿
病
性
の
網
膜

症
、腎
症
、神
経
障
害
の
３
大
合
併
症
を
次
々

と
発
症
す
る
確
率
が
高
く
な
り
ま
す
。

糖
尿
病
の
３
大
合
併
症
と
は
？

　

糖
尿
病
性
網
膜
症
は
、
早
い
段
階
な
ら

血
糖
値
を
下
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
進
行
を

抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
放
置

し
て
お
く
と
網
膜
の
血
管
が
こ
ぶ
の
様
に

膨
ら
み
、
や
が
て
破
裂
し
て
出
血
し
ま
す
。

こ
れ
が
眼
底
出
血
で
進
行
す
る
と
失
明
の

危
険
も
あ
り
ま
す
。

　

糖
尿
病
性
腎
症
に
な
る
と
、
血
糖
値
を

下
げ
る
と
と
も
に
血
圧
上
昇
に
注
意
し
な

い
と
腎
臓
の
血
管
が
傷
ん
で
腎
機
能
が
低

下
し
ま
す
。
ま
た
尿
毒
症
を
引
き
起
こ
し
、

腎
不
全
に
な
る
と
一
生
「
人
工
透
析
」
に

頼
る
生
活
に
な
り
ま
す
。
こ
う
な
る
と
日

常
生
活
は
も
ち
ろ
ん
、
趣
味
や
旅
行
な
ど

に
も
制
限
が
か
か
る
生
活
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

糖
尿
病
性
神
経
障
害
に
な
る
と
、
手
足

が
し
び
れ
、
知
覚
が
鈍
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
症
状
が
進
行
す
る
と
末
端
が
壊え

疽そ

（
腐
っ
て
い
く
）
を
起
こ
し
、
壊
疽
し
た
部

分
（
特
に
足
の
指
な
ど
）
を
切
断
す
る
ケ
ー

ス
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

ど
の
合
併
症
も
症
状
が
進
行
す
る
と
命

に
か
か
わ
っ
て
く
る
も
の
ば
か
り
。
こ
れ

を
防
ぐ
た
め
に
も
町
が
行
な
う
健
診
な
ど

を
利
用
し
、
健
康
を
管
理
す
る
と
と
も
に
、

早
め
の
予
防
・
治
療
を
心
が
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　

住
民
課
国
保
係

　

内
線
１
２
３

糖尿病  ― 本当に怖いのは無関心 ―いきいき
国保

Vol. 3

教室 講師（敬称略） 日にち 時間

今
任
町
民
会
館

手芸 髙木 耀子  毎月 第 1・� 月  10 時～ 1� 時

着付教室 野相 保津美  第 �・� 水  11 時～ 1� 時 �0 分

民謡 大田 美代  毎週 月  1� 時～ 1� 時 �0 分

茶道 鈴木 隆幸・祥子  毎週 水  10 時～ 1� 時

健康ダンス 野相 保津美  毎月 第 �・� 水  1� 時～ 1� 時

生花 髙木 エツ子  毎月 第 �・� 火  1� 時～ 1� 時

カラオケ 木下 百々香  毎月 第 �・�・� 金  1� 時～ 1� 時 �0 分

太鼓 永田 敏・信代  毎週 木  1� 時 �0 分～ �1 時

手話 村上 勝子  毎週 月  1� 時～ �1 時

珠算 坂木 紀子  毎週 水・金  1� 時～ 1� 時 �0 分

習字 鈴木 正子  毎週 火  1� 時 �0 分～ 1� 時 �0 分

島
台
隣
保
館

健康体操 管 深雪  毎週 月  10 時～ 1� 時

珠算 坂木 紀子  毎週 月・火  1� 時～ 1� 時 �0 分

カラオケ 木下 百々香  毎週 水・木  1� 時～ 1� 時

民舞 野相 千代美  毎週 木  1� 時～ 1� 時

書道 原 高市  毎週 水  1� 時～ 1� 時

習
い
事
、
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

現
在
、
今
任
町
民
会
館
と
島
台
隣
保

館
で
は
、
各
種
教
室
の
受
講
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

今
任
町
民
会
館　

☎
63
ー
２
５
０
６

　

島
台
隣
保
館　
　

☎
63
ー
２
２
４
３

▲ 着付教室
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の
日
が
お
休
み
で
す

開 室
時 間

貸 し
出 し

図書／ 10 冊まで

９時～ 17 時

 うちＣＤとビデオは
 １点ずつ

 休室日を変更する
 場合があります

−新刊案内−

日 月 火 水 木 金 土

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ 10 11 1� 1� 1� 1�

1� 1� 1� 1� �0 �1 ��

�� �� �� �� �� �� ��

�0

９月の休室日

国
民
年
金
だ
よ
り

住
民
課
年
金
係

内
線
１
１
４

問い
合わせ

児童書一般書
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
制
作
班 

編

両
親
を
し
つ
け
よ
う
！

ピ
ー
ト
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン 

著

ぼ
く
た
ち
の
砦

エ
リ
ザ
ベ
ス
・
レ
ア
ー
ド 

著

その他

裁
判
官
の
爆
笑

お
言
葉
集

長
嶺 

超
輝 

著

障
害
基
礎
年
金
と
遺
族
基
礎
年
金

■
障
害
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
間
な

ど
に
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
障
害
の
状

態
に
な
っ
た
と
き
に
受
け
ら
れ
る
年

金
で
す
。
障
害
の
程
度
に
よ
っ
て
受

け
と
る
年
金
額
が
異
な
り
ま
す
。

▼
障
害
の
程
度
が
１
級
の
と
き

　

年
額　

99
万
１
０
０
円

　
（
平
成
18
年
度
額
）

▼
障
害
の
程
度
が
２
級
の
と
き

　

年
額　

79
万
２
千
１
０
０
円

　
（
平
成
18
年
度
額
）

※
子
の
加
算

　

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
当
時
、
そ
の
人
に
生
計

を
維
持
さ
れ
て
い
る
18
歳
に
な
る
年

度
末
ま
で
の
子
、
ま
た
は
20
歳
未
満

の
障
害
等
級
１
・
２
級
の
子
が
い
る

場
合
に
は
下
記
の
加
算
表
①
の
額
が

加
算
さ
れ
ま
す
。

■
遺
族
基
礎
年
金

　

一
家
の
生
計
を
支
え
て
い
た
夫
が

亡
く
な
っ
た
と
き
、
遺
族
（
子
の
あ

る
妻
ま
た
は
子
）
が
受
け
ら
れ
る
年

金
で
す
。
子
が
18
歳
に
な
る
年
度
末
、

あ
る
い
は
障
害
の
状
態
に
あ
る
子

（
１
・
２
級
）
が
20
歳
に
な
る
ま
で
受

け
ら
れ
ま
す
。
年
金
額
は
子
の
数
に

よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

▼
妻
・
子
（
１
人
）
の
場
合

　

年
額　

１
０
２
万
円

　
（
平
成
18
年
度
額
）

▼
子
（
１
人
）
の
み
の
場
合

　

年
額　

79
万
２
千
１
０
０
円

　
（
平
成
18
年
度
額
）

※
子
の
加
算

　

子
が
２
人
以
上
い
る
場
合
に
は
、

左
記
の
加
算
表
②
の
額
が
加
算
さ
れ

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

直
方
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
９
４
９
ー
22
ー
０
８
９
０

加算対象の子 加算額（年額）

１人目・２人目
（１人につき）

各 227,900 円

３人目以降
（１人につき）

各 75,900 円

子の数 加算額（年額）

２人目 227,900 円

３人目以降 各 75,900 円

障害基礎年金　加算表①

遺族基礎年金　加算表②

12
歳
の
文
学

小
学
館

プ
チ
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
で

保
坂 

隆 

監
修

話
せ
る
！ 

遊
べ
る
！ 

英
語

あ
か
ね
書
房

荒
海
ノ
津佐

伯 
泰
英 
著

★ 児童書 ★
◎ピトゥスの動物園
　　　　　　　　 サバスティア・スリアス  著

★  絵 本  ★
◎はっぱじゃないよぼくがいる
　　　　　　　　　　　　　　　姉崎 一馬  著
◎しきしきむらのはる　　　　　　木坂 涼  著
◎しきしきむらのなつ　　　　　　木坂 涼  著
◎しきしきむらのあき　　　　　　木坂 涼  著
◎しきしきむらのふゆ　　　　　　木坂 涼  著
◎どうぞのいす　　　　　　　　香山 美子  著

絵本

世界一おいしい火山の本　小学館

団
塊
、
再
起
動
。

増
田 

久
雄 

著
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県
道
八
女
香
春
線
の
小
林
バ
ス
停

か
ら
、
東
へ
１
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

入
っ
た
小
林
地
区
の
一
角
に
八
郎
墓

と
呼
ば
れ
る
石
碑
が
あ
り
ま
す
。
明

治
時
代
初
め
ご
ろ
の
『
豊
前
村
誌
』

と
い
う
本
に
よ
る
と
「
成
光
村
の
南

東
部
の
石い

し

塔と
う

山や
ま

に
こ
の
碑
が
あ
り
、

森も
り

久き
ゅ
う

八は
ち

郎ろ
う

の
墓
だ
と
地
元
で
は
言
い

伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
碑
に
書
か
れ

た
文
は
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
」

と
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。

　

森
久
八
郎
と
は
、
毛
利
久
八
郎
吉

雄
の
こ
と
で
、
豊
臣
秀
吉
の
九
州
征

伐
後
、
企き

救く

（
現
在
の
北
九
州
市
付

近
）、
田
川
を
治
め
る
よ
う
に
な
っ
た

毛
利
勝
信
（
吉
成
と
も
い
う
）
の
弟

に
あ
た
り
ま
す
。
久
八
郎
は
、
岩が

ん

石じ
ゃ
く

城じ
ょ
う主
と
し
て
兄
か
ら
支
配
を
任
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
す
。
久
八
郎
の
事
跡

に
つ
い
て
は
、
城
主
で
あ
っ
た
期
間

が
短
い
た
め
少
な
い
で
す
が
、
英
彦

山
の
奉ほ

う

幣へ
い

殿で
ん

前
に
あ
る
鐘
は
彼
が
寄

進
（
玉
屋
神
社
に
あ
っ
た
も
の
を
移

動
さ
せ
自
分
の
名
前
を
刻
ん
だ
も
の
）

し
た
も
の
で
す
。

　

久
八
郎
は
、
兄
勝
信
と
と
も
に
関
ヶ

原
の
戦
い
で
西
軍
に
味
方
し
た
た
め
、

領
地
を
没
収
さ
れ
ま
す
。
勝
信
と
そ

の
子
勝
永
は
土
佐
の
山
内
家
に
預
け

ら
れ
、
久
八
郎
は
、
岡
山
の
小
早
川

家
に
仕
官
し
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
久
八
郎

の
足
取
り
は
つ
か
め
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
の
墓
に
つ
い
て
、

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

墓
は
高
さ
１
４
６
セ
ン
チ
、
幅
46

セ
ン
チ
、
奥
行
32
セ
ン
チ

ほ
ど
の
大
き
さ
で
す
。
板い

た

碑び

と
呼
ば
れ
る
石
碑
で
、

砂
岩
質
の
石
で
造
ら
れ
て

て
い
ま
す
。
板
碑
は
主
に

関
東
地
方
に
多
く
、
鎌
倉

時
代
か
ら
造
ら
れ
は
じ
め

ま
す
。
こ
の
付
近
で
は
求く

菩ぼ

提て

山さ
ん

や
英
彦
山
な
ど
で

見
ら
れ
ま
す
。
板
碑
は
一

般
的
に
は
墓
と
し
て
使
わ

れ
る
こ
と
は
ま
れ
で
、
供
養
の
た
め

建
て
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　

こ
の
石
碑
は
長
年
の
風
雨
の
た
め

表
面
が
風
化
し
て
い
ま
す
。
字
の
よ

う
な
も
の
が
見
ら
れ
、
碑
の
建
て
ら

れ
た
経
緯
や
年
代
の
手
が
か
り
が
得

ら
れ
る
と
期
待
さ
れ
、
拓
本
を
と
っ

て
み
ま
し
た
が
『
豊
前
村
誌
』
に
も

あ
る
よ
う
に
判
読
不
能
で
し
た
。
碑

の
由
来
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
も
あ

り
ま
す
が
、
言
い
伝
え
ら
れ
て
き
た

こ
と
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
し
、
地
元

で
は
毎
年
８
月
に
八
郎
盆
と
い
っ
て

盆
供
養
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆
お
知
ら
せ

　

今
後
、
お
お
と
う
史
学
で
取
り
上

げ
て
も
ら
い
た
い
も
の
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

☎
41

－

２
０
５
５

　

ふ
る
さ
と
館
お
お
と
う

八は
ち

郎ろ
う

墓ば
か

（
小
林
）

●
作
品
名　
「
苦
瓜
（
ニ
ガ
ウ
リ
）」

（
大
任
町
文
化
連
盟 

押
し
花
講
座
か
ら
選
出
）

●
作　

者　

神く
ま

代し
ろ 

幸さ
ち

子こ

さ
ん
（
上
今
任
）

●
コ
メ
ン
ト
「
主
人
が
育
て
た
苦
瓜
を
押
し
花

に
し
て
残
そ
う
と
思
い
制
作
し
ま
し
た
。
自

然
の
物
だ
け
を
そ
の
ま
ま
使
っ
て
い
ま
す
」

第22 話

お
お
と
う
史
学

し　

が

く

幻げ
ん

楽ら
く

No.22

●種　属　ハシラサボテン亜科エスポストア属
●原産地　ペルー
●開花時期　夏
●特　徴　�白毛が全体を覆う。高さ約２メートル。

夜に花を咲かせる
■問い合わせ　サボテンハウス　☎ 63-4832

���

▶�

八
郎
墓
。
石
碑
に
は
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
が
、

風
化
し
て
い
る
た
め
判
読
は
不
能

���

◀�

八
郎
墓
の
遠
景
。
説
明
文
も
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
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● 発生件数  14 件（ 78 件）
● 死亡者数   0 人（  1 人）
● 負傷者数   8 人（ 42 人）

（　）内は平成 19 年の累計

■　防犯・交通の問い合わせ
添田警察署　☎８２−０１１０
大任交番　　☎６３−２１１０

交通事故発生状況（７月中）

交 通防 犯

添田署からのお知らせ

急ぐほど　正しく
はっきり１１０番

警察相談は「＃9110」にお電話を
　９月 11 日は「警察相談の日」です。
警察に対する相談などは、警察の総合
相談電話「＃ 9110」をご利用ください。

町内犯罪発生状況（７月中）

種  類 件 数
空き巣・忍び込みなど 　０件
オートバイ・自転車盗 　０件

自 動 車 盗 　０件
部 品 盗 　１件

車上荒らし 　１件
自動販売機荒らし 　１件

ひったくり 　０件 ふっけい君

 ９月行事予定表   　長月
日 月 火 水 木 金 土

場 所 27 28 29 30 31 １ 二百十日  防災の日

【集会室】
…役場住民集会室

【視聴覚】
…役場視聴覚室

【多目的】
…役場多目的ホール

【公民館】
…大任町公民館

食進会
( ふれあい弁当作り )

【集会室９時〜】

乳児健診
(4・7・12カ月児

・対象者個人通知)
【集会室13時30分

〜14時30分】

心配ごと相談
【役場 10 時〜 12 時】

町民税
第２期納期限

固定資産税
第２期納期限

戦没者慰霊祭
【旧庁舎跡  慰霊塔前

10 時〜】

少年野外スクール
【自然の森キャンプ場

13 時 30 分〜】

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 白露

納涼囲碁大会
【公民館９時〜】

少年野外スクール
【自然の森キャンプ場

〜 13 時 30 分】

三種混合予防接種
（３〜 90 ヵ月未満児）
【視聴覚 13 時 30 分

〜 14 時】

布の絵本制作
ボランティア講座

【レインボー資料室
13 時〜 15 時】

１歳６カ月健診
（対象者個人通知）
【多目的 13 時 30 分

〜 14 時 30 分】

心配ごと相談
（人権・行政相談あり）
【役場 10 時〜 12 時】

救急の日
【 青少年文化ホール
（田川市）

13 時 30 分〜】

９ 救急の日 10 下水道の日
世界自殺予防デー 11 二百二十日

警察安全相談の日 12 水路記念日 13 14 15
布の絵本制作

ボランティア講座
【レインボー資料室

13 時〜 15 時】

食進会
( ふれあい弁当作り )

【集会室９時〜】

MRワクチン
予防接種

(対象者個人通知・予約制)
【13時30分〜14時】

心配ごと相談
【役場 10 時〜 12 時】

絵本読み語りボラン
   ティア かくれんぼ

【レインボー図書室 11 時〜】

16 17 敬老の日 18 19 食育の日 20 彼岸入り　空の日 21 秋の全国交通安全運動 22
大任町敬老会

【大任中学校  体育館
　 受付８時 30 分〜
　 開式９時 30 分〜】

ＢＣＧ予防接種
（３〜６ヵ月未満児）
【視聴覚 13 時 30 分

〜 14 時】

食進会
( ふれあい弁当作り )

【集会室９時〜】

乳児健診
(4・7・12カ月児

・対象者個人通知)
【集会室 13 時 30 分

〜 14 時 30 分】

心配ごと相談
【役場 10 時〜 12 時】

母子相談
（２カ月児・個人通知）
【集会室 13 時〜】

23 秋分の日 24 振替休日 25 中秋の名月 26 彼岸明け 27 28 29
食進会
( ふれあい弁当作り )

【集会室９時〜】

心配ごと相談
【役場 10 時〜 12 時】

献血
【役場９時 30 分

〜 13 時】

老人週間
15 日～ 21 日

秋の交通安全週間
21 日～ 28 日
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●　問い合わせ先
田川市　☎ 44-2000
添田町　☎ 82-1231
川崎町　☎ 72-3000
赤　村　☎ 62-3000
香春町　☎ 32-2511
糸田町　☎ 26-1231
福智町　☎ 22-0555

田川市郡９月のイベント

◆
今
月
の
表
紙

　

夏
の
夜
空
を
彩
る
打
ち
上
げ
花
火
。

８
月
18
日
午
後
９
時
15
分
ご
ろ
、
レ

イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
で
撮
影
。
こ
の
日

は
大
任
町
花
火
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
（
３
ペ
ー
ジ
に
リ
ポ
ー
ト
記
事
）。

人の動き

※数字は住民基本台帳から。(　) 内は前月比

世帯数

人
口
総
数

65
歳
以
上

�,�0� 世帯（＋ �）

計 �,��� 人 ( ＋  � 人 ) 計 1,��� 人 ( ＋ 1 人 )

女 1,0�� 人 ( ＋ � 人 )

男   ��1 人 ( − 1 人 )

女 �,1�� 人 ( ＋  � 人 )

男 �,�1� 人 ( −  � 人 )

（平成 19年７月末現在）

まちの介護福祉講座

静かな山の中から都会の喧
け ん

騒
そ う

へ
　ある女性から「うちの母が最近ボケてきたようだ」との相談がありまし
た。話を伺うと、今日が通院日なのをすっかり忘れているとのことです。
早速本人に会いに行ったところ、テレビの音が部屋の外まで聞こえていま
した。少しお話をしてみると、今日の通院を忘れていたのではなく、知ら
なかったのです。その原因が難聴でした。
　テレビから大音量がする部屋で、娘さんが高く大きな声でわたしが来た
理由を説明しますが、本人は首をかしげるばかりです。テレビを切っても
らい、わたしがお腹から出すようなはっきりとした低目の声で、ゆっくり
と分かりやすく話し掛けると、どうやらわたしが来た理由を理解されたよ
うです。
　あくまでも一般的な老人性難聴の場合ですが、まず高音域から聞き取り
にくくなっていきます。すなわち、女性の高い声よりも、男性の低い声の
ほうが、いくぶんか聞こえやすいというわけです。
　もう少し詳しく本人に話を伺うと「娘が話すと声は聞こえるが、まるで
英語を聞いているようだ。田川弁は早口で特に分かりづらい。何度も聞き
なおすと娘が怒り出すので、分かったふりをする」とのことです。
　実際に難聴は高齢者を弱らせる原因にもなります。例として、① 老人会
などの会合で回りがざわざわしていると、隣の人が何を言っているのか分
からず、そのうち会合に行かなくなる　② 外で友人知人などと会っても会
話がちぐはぐになり、そのうち家から出なくなる　③ テレビを観ていても
俳優によってはセリフが分からず、そのうちテレビも観なくなり、まるで
貝殻の中にいるようで、認知症を発症してしまう　などです。
　それなら補聴器を使えばよいと簡単に思われがちですが、これもなかな
か上手くはいきません。なぜなら、ほとんどの難聴は突然聞き取りにくく
なったものではなく、早い人は 30 代から始まり何十年もかかって徐々に
進行したものだからです。すなわち、今自分に聞こえている音が普通なの
です。そこに補聴器を着けると、まるで静かな山の中から大都会の喧騒に
放り出されたような状態となり、ほとんどの人はすぐに補聴器の使用をや
めてしまいます。普通の音に慣れてもらうには、根気よく助言し補聴器の
着用を練習してもらうしかないようです。最近は人の声だけ大きくする補
聴器もあるので、補聴器専門店に相談するのも良いでしょう。

★
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と
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ム

▼
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ル
セ
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流
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流
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事
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▼
来
月
号
か
ら

誕
生
日
を
迎
え
る
３
歳
ま
で
の
お
子
さ

ん
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写
真
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ど
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応
募
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て
く
だ
さ
い
ね
。（
毅
）

　町では、農作物を荒らすシカやイノシシ、
カラスに対し、次のとおり有害鳥獣捕獲を
実施します。捕獲期間中に山で仕事をする
人は、注意してください。
■期間　９月１日（土）～ 10 月 31 日（水）
■ところ　町内全域
■問い合わせ　事業課 産業係　

有害鳥獣捕獲を実施中

◆田川市（http://www.joho.tagawa.fukuoka.jp）

● 障害児・者の進路や権利保障を考えるシンポ
ジウム【市民会館講堂】

　９月８日（土）14 時～ 16 時 30 分
　参加費：会員無料　一般 200 円
●移動星空教室【田川市総合グラウンド】
　９月 17 日（月・祝）19 時～ 20 時
　参加費：無料　定員：200 人（現地にて先着順）

◆添田町（http://www.town.soeda.fukuoka.jp）

●英彦山サイクルタイムトライアル大会
　【 スタート地点：添田小学校　ゴール地点：英彦山豊前坊】
　９月 23 日（日）　10 時 20 分
　 英彦山までの距離 15 キロ、標高差 800 メー

トルに挑む自転車レースです

◆糸田町（http://www.town.itoda.lg.jp/）

●第 23 回 観月会【糸田町文化会館】
　９月 25 日（火）［中秋の名月］
　受付時間：17 時 30 分～　料金：500 円

●
お
わ
び
と
訂
正
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す
。
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まちの話題

野外スクール in 香々地
　８月１日から３日までの３日間、第３回野外
スクールが大分県立香々地青少年の家で行われ
ました。参加した４年生から６年生の 31 人の
児童は、海と山に囲まれた大自然の中でさまざ
まな体験をしました。
　1 日目は、昼ご飯を食べ終わるとすぐに海へ。
児童たちは移動の疲れも見せず海水浴を楽しみ
ました。夜の創作活動ではしおり作りに挑戦。
個性豊かなしおりを作りました。
　２日目は、午前中に自転車に乗って、近くの
長崎鼻までサイクリング。到着後は広場で野球
やバレーなどで思い思いに遊びました。昼から
は台風が上陸したため、室内でバレーやドッジ
ボールなどで汗を流しました。
　大切な友達と過ごした夏休みの１ページ。児
童たちにとっては、何物にも代え難いひと夏の
思い出となったことでしょう。

体で感じた夏の思い出

▲ 周防灘を背に全員で記念撮影。空は台風接近中で曇っているけど、みんなの心は晴れ模様です

1チーム対抗、レクリ
エーションゲーム 23
アスレチックで汗を
流す 4海沿いをサイ
クリング 5かっ飛ば
せ、ホームラン 6しお
り作りに熱中 7やっ
ぱり夏は海水浴 8バ
レーは女の子に大人気 1 2

3

4

5

6 7 8


